
令和５年度環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

ななおSDGsスイッチによる地域創生の取組み

ー 持続可能な地域を担う人づくり＝七尾版ESDの推進 ー

のと共栄信用金庫ふるさと創生部
ななおSDGsスイッチ事務局

入口 翔
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人口減少と少子高齢化の進展

市内事業所数の減少と地域経済の縮小

止まらない人口減少

止まらない少子高齢化の進展

止まらない事業所数の減少

多くの地方都市と同様に
七尾市の状況も深刻

七尾市の現状と産官金コンソーシアムによる創業支援の取組みついて



事業所数の減少をなんとかしたい！ 2014年1月に産官金連携「ななお創業応援カルテット」を始動！

➁➂④ カルテット全参画組織メンバーとの面談会
「寄ってたかっておせっ会議」の開催

全参画組織メンバーが同席し
創業案件を寄ってたかって応援

日本政策金融公庫

七尾市役所

七尾商工会議所

能登鹿北商工会

のと共栄信用金庫

≪寄ってたかっておせっかい体制≫

STAGE ➀
起業に関心を持つ

STAGE ➁
起業を思いつく

STAGE ➂
起業を決意する

STAGE ④
起業への準備

STAGE ➄
いよいよ起業

STAGE ⑥
事業を成長軌道へ

STAGE ➆
事業をモニタリング

➂ 空き店舗バンク
➂ 移住者への各種支援
➂ 空き家バンク、耕作放棄地

➂④資金調達支援
【創業サポート資金】 夢wa＋（ユメワタス）

➀ 創業セミナー・創業塾
➀ 業種別・テーマ別経営セミナー
➀➁広報・会報で経営お役立ち情報を提供

④➄起業家応援マガジン

七尾市内連携金融機関

税理士等の専門家

石川県事業引継ぎ
支援センター

石川県よろず支援拠点

中小企業基盤整備機構
北陸本部

（連携・協力）

➆事業承継支援
窓口相談、セミナー、個別相談会、M&A等

➁ 創業窓口相談の常時対応
➂ 事業計画策定支援の実施
➂ 事業計画の実現可能性を検証

（連携・協力）

➄⑥専門家派遣
中小企業１１９・企業ドック

➄⑥➆フォローアップ支援
事業安定までの伴走型支援
財務診断サービス

➄⑥各種補助金制度申請支援
➄⑥販路開拓支援
➄⑥業務効率化支援
➄⑥新商品開発支援
➄⑥ ビジネスマッチング支援
➄⑥ SDGs取組み支援
➄⑥ クラウドファンディング活用支援
➄⑥海外展開支援
➄⑥人材マッチング支援

豊富な支援
メニューを

提供

STAGEに
応じた

ワンストップ
で

「デザイン経営」視点における支援強化

毎月「カルテット連絡会議」の開催
全参画組織メンバーによる運営会議

経済産業省中部経済産業局
北陸支局

（支援メニューサポート）
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・100件以上の創業を生み出したが現状のペースでは地域経済の縮小は止められない ⇒ スタートアップ＋αが必要である

・コロナ流行による人々の価値観の変容が相談内容にも見られるようになってきた ⇒ 地域を意識した事業相談の支援体制の整備が必要

平成26年度

（2014年度）

平成27年度

（2015年度）

平成28年度

（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

令和4年度

（2022年度）

26/1～27/3 27/4～28/3 28/4～29/3 29/4～30/3 30/4～31/3 2019/4～2020/3 2020/4~2021/03 2021/4~2022/03 2022/4~

新規相談件数 64 37 20 30 24 22 17 21 3 238
※廃業理由

経営不安による廃業

はほとんどない

開業件数 27 11 13 17 11 8 8 5 4 104 12

令和4年12月8日

時点
合計 廃業



信用金庫とは？

・生まれは鎌倉時代（頼母子講・無尽）

・会員の出資による協同組織金融機関

・株式会社の銀行とは異なり、相互扶助を目的とした非営利組織

・地域へ資金を循環させ、利益を地域に還元する

・定められた地域以外で事業出来ない（当庫：石川県輪島～野々市 他）

信用金庫の原点（起源）と中小・地域金融機関による地域密着型金融の推進を振り返る
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中小・地域金融機関の役割（監督指針）

地 域中小事業者

タマゴとニワトリの関係

持続可能な経営を支援

個社への本業支援

持続可能な地域づくり

地域への面的支援
地域でカネを
循環させる

信用金庫の原点（起源）と中小・地域金融機関による地域密着型金融の推進を振り返る
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中小企業のSDGsの推進状況

出典：SDGsに関する企業の意識調査（2023年），株式会社帝国データバンク 6



52%
34%

11%

3%
七尾の未来が心配になることはあるか？

よくある

ときどきある

あまりない

ほとんどない

43%

38%

13%

6%

自社の将来が心配になることはあるか？

よくある

ときどきある

あまりない

ほとんどない

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

社会や地域で理解や意識が高まっていない

社内での理解度が低い

取組むことによるメリットが分からない

何から取組んでいいか分からない

具体的な目標設定の仕方が分からない

定量的な指標など評価方法が分からない

取組むマンパワーが不足している

取組むための資金が不足している

行政の関与が希薄である

支援機関等の関与が希薄である

持続可能な地域・経営の実現に向けて「SDGs」に取組む上での課題は？

N=237N=237

86％が地域の未来が心配 81％が自社の将来が心配

不安はあるけど・・・

理解と意識が低い

何すればいいか
分からない

「事業者対象の大規模ＳＤＧｓ意識調査アンケート」の結果
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（産）七尾商工会議所、能登鹿北商工会、独立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本部
（官）七尾市
（学）国立大学法人金沢大学
（金）のと共栄信用金庫、株式会社日本政策金融公庫金沢支店、東京海上日動火災保険株式会社
（民）一般社団法人七尾青年会議所

参画組織９団体

2021年10月設立 産官学金民SDGsコンソーシアム「ななおSDGsスイッチ」



七尾市における産学官金連携ＳＤＧｓ・ESG推進のための 七尾SDGsコンソーシアム「ななおＳＤＧｓスイッチ」

＜２０２０年１０月～＞
SDGsと地方創生の推進に関する

3者包括連携協定

＜２０２１年２月～＞
デジタル技術で環境保全や

産業振興等を目指すDX推進連携協定

プラットフォーム組織

＜２０１４年１月～＞
寄ってたかって

創業支援連携体制協定

産学官金民９組織連携チームを２０２１年１０月に設立！！

＜２０２１年１０月～＞
地域循環共生圏構築に
向けたプラットフォーム

【社会面事業（ビジョンづくり）】
・株式会社プロジェクトデザイン 竹田・大槻 様
・一般社団法人よんなな会発起人 脇 様
・株式会社地域みらい代表取締役 北原 様
・ユリシス代表 島田 様
・福井県立大学准教授 高野 様
・Willsame取締役 柳原 様

【社会面事業（SDGs市民大学）】
・国連大学研究員 小山 様
・石川県副知事 西垣 様
・株式会社こみんぐる取締役 林 様
・株式会社楽天メディカルプロジェクトマネー
ジャー レイチェル・オラナフ 様
・TBSホールディングス社長室部長 井上 様

【環境面事業】
・株式会社バイオーム 様
・北陸電力株式会社七尾店 様
・能登GIAHS推進協議会 様
・七尾市たかしな地区活性化協議会 様

【後援協力】
・財務省北陸財務局
・環境省中部地方環境事務所
・中部環境パートナーシップオフィス
・北國新聞社
・中日新聞北陸支社

2022年度事業連携組織

・ ・環境省中部環境パートナーシップオフィス ・金融庁地域課題解決支援チームバックアップ支援
9

2021年10月設立 産官学金民SDGsコンソーシアム「ななおSDGsスイッチ」
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【地域全体の意識醸成・インプット段階】ななおSDGsスイッチの事業実施フェーズ

目指す地域の姿「社会的起業や地域課題解決に取組みやすい環境」と「市民・事業者・団体の増加と輩出」

【土壌づくり】地域環境の整備

七尾市（地域・個者）におけるSDGsの理解・シビックプライドの醸成・共創や連携に繋がる出会いの創出

一部プレイヤーだけでの活動限界により地域全体での拡張性がなく多くの市民が関与する巻き込みが必要

【事業６：経済面】
・SDGs登録認証制度を基準としたSDGs経営支援パッケージで、社会・地域課題解決事業を積極的に支援

【事業１：環境面】
・市民が世界農業遺産や里山里海の生態系に触れ、生物多様性や地域環境資源に関心を寄せる企画を開催

【事業２：社会面】
・地域のあるゆる主体が地域のSDGs推進や持続可能な取組みについて学べる能登SDGs市民大学を開催

【事業５：社会面】
・シビックプライド醸成を目的に誇れる街の見える化として各種表彰・選定制度へ申請やPR登壇を実施

【事業４：社会面】
・地域のあるゆる主体が参画し地域の目指したい姿を未来ビジョンとして主体的に策定する企画を実施

【花づくり】プレイヤーの育成

【事業３：社会面】
・市内教育現場におけるソーシャルビジネス立案やSDGsに関する出前授業の開催を開催

10



経
営
支
援
機
関
等
の
本
業
拡
充

・地域課題・資源を活用した新商品の開発応援事業

・ ソーシャルビジネス支援資金の適用検討 （予定）・シンクタンクリサーチ機能によるプロジェクト支援

＜地域向けSDGs推進プロジェクトの実施＞
・SDGsカードゲームを使用したセミナー実施
・SNGsに基づく定期的なSDGsプロジェクトの推進
・その他市民のシビックプライドの醸成に資する事業

市内小中高生 金沢大学生地域住民（創業希望者） 地域全体事業者地域・市民・事業者

＜事業者・市民向けSDGs意識アンケート調査の実施＞
・事業者向け事業者向けSDGs・ESG意識調査事業
・市民向け事業者向けSDGs・ESG意識調査事業

＜七尾市フィールドへの学生誘致＞
・地域課題を踏まえた大学生へのアントレプレナー養成講義
・学生連携による地域有志活動の活性化プロジェクト実施

＜市内学校でのSDGs出前授業の実施＞
・市内高校生向けビジネスプラン策定支援
・市内小中学校でのSDGs出前授業の実施
・市内小学校のSDGsプロジェクト・ESDサポート

々

＜地域課題＞

主体性を持つ市民
プレイヤー輩出にま
では至っていない。
より効果的な施策展

開が必要。

【能動的な市民輩出装置】～Noto SDGs Citizen College～「能登SDGs市民大学」を2021年10月に開講
市民のためのSDGsの理解とシビックプライド、社会・地域課題解決や持続的な経営を組み合わせた六方良し創業・新プロジェクトに役立つ学びの場

＜2022年度事業概要例＞
・開校期間：【第２期】2022年10月～2022年12月（月2回・原則：18：00～20：00）
・参加対象者：市民をはじめとするあらゆる主体（七尾市とその周辺地域に所在を置く、または七尾市とその周辺地域に縁、関心のある高校生以上の事業者、

創業希望者、地域住民、公務員、民間企業や団体組織にお勤めの方、学生等）
・講師陣：東京海上日動火災保険（株）、国連大学いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット、石川県庁副知事、(株)こみんぐる、楽天メディカル(株)

TBSホールディングス、（大）金沢大学

＜講義別カルキュラムテーマ（第２期開催の講義例）＞
１.地方創生とSDGs ２.SDGs概論 ３.SDGs推進に取組むプレイヤー最前線事例
４.ダイバーシティ&インクルージョン ５.SDGsとコミュニティ暗号貨幣の可能性
６.能登エリアの地域課題と魅力的な地域資源 ７.SDGs視点でのメディアとのパートナーシップ

第１期生は190名！
第２期生も１４１名！

地域ニーズ発見！

社会面アプローチ 環境面アプローチ経済面アプローチ

・ 中小・小規模事業者向けSDGsよろず相談窓口の開設
・個社のSDGs推進向け金融商品開発・販売

・ 専門家対応「SDGs相談窓口」との連携事業

・ワンストップ創業支援事業
・ゼブラ企業のワンストップ創業支援事業
・空き店舗物件ツアー等の地域課題×創業支援事業

・中小・小規模事業者・市民向けSDGs普及啓発事業

企業が将来に渡り継続し、より発展していくSDGs推進企業が生まれ育つ土壌を創る

七尾版「企業のSDGs宣言登録認証制度」の構築・運用
地域のあらゆる主体が参画して創る

「地域未来ビジョン」策定

2022年5月
・「ななおをつなぐ」未来ビジョンフォーラム開催
⇒地方創生とSDGs未来都市について知る
⇒垣根を超えたコミュニティが発揮する力を知る
⇒七尾市の過去の地域ビジョンとその実現を知る

2022年7月～10月（計4回）
地域未来ビジョン検討ワークショップの開催
⇒市民みんなで先行事例や総合戦略などを勉強し、
持続可能な七尾市のビジョンを検討する

2022年10月～12月
地域未来ビジョン総選挙の開催と周知展開
⇒あらゆる主体で策定したビジョンを地域全体に
周知し、地域共通のビジョンとする

世界農業遺産（GIAHS）を利用保全

「能登の里山里海」

・里山保全活動×環境学習×デジタルプロジェクト
⇒生き物の画像をAIで瞬時に判定できるスマホアプリと
連動した生物多様性環境学習ワクワククエストを実施

・七尾湾ブルーカーボン（藻場再生）プロジェクト
⇒全国第３位の面積を誇る藻場の減少を食い止め、

CO2吸収源対策に取り組む

・自然の恵み生成プロジェクトと森づくりファンド運用

＜内閣府「SDGs未来都市」認定制度申請→選定
経済面・社会面・環境面アプローチを踏まえた内容による「SDGs未来都市・モデル事業認定制度」への申請を実施
（SDGs推進都市として対内外に情報発信 ⇒ 七尾市内におけるローカルSDGs推進の更なる活性化に繋げるもの）

（予定）SDGs宣言登録認証制度の構築 及び 広報手法検討

（予定）SDGs宣言登録認証制度に連動した
「ななおSDGs支援パッケージ」の構築

【2023年5月】

【2021年7月～2023年5月】 ななおSDGsスイッチにおける事業展開計画図
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【事業１：環境面】集まれ、生き物調査隊「ノトの里山里海を調査せよ！」生物多様性プロジェクトの開催

12

＜現地イベント＞
日 時：2022年10月1日
開催場所：七尾市内の廃校
参加人数：110名

＜クエストイベント＞
開催期間： 2022年9月23日

～10月末
投降者数：164名
投稿数：947件



【事業１：環境面】集まれ、生き物調査隊「ノトの里山里海を調査せよ！」生物多様性プロジェクトの開催
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【事業２：社会面】地域のあらゆる主体がインプットする場「能登SDGs市民大学」の開講

14

＜2021年度 第１期＞
開催期間：10月～2月（全5回）
参加人数：190名
・会場受講：82名
・オンライン受講：108名

のべ受講者数：674名
年齢構成：15歳～73歳
閉講後アンケート結果：
・受講満足度：98％
・リポート希望率：91％
・お勧めしたい率：90％

＜2022年度 第２期＞
開催期間：10月～12月（全5回）
参加人数：141名
※今後高校生の受講増の予定
・会場受講：80名
・オンデマンド受講：50名

のべ受講者数：600名（見込み）
年齢構成：17歳～70歳
特 徴：公務員が17％占める



【事業２：社会面】地域のあらゆる主体がインプットする場「能登SDGs市民大学」の開講
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【事業３：社会面】市内教育現場におけるSDGs出前授業の開催
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【事業３：社会面】市内教育現場におけるSDGs出前授業の開催
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【事業３：社会面】市内教育現場におけるSDGs出前授業の開催
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【事業４：社会面】地域のあらゆる主体と共に地域の未来ビジョンを策定する「NANAO GIFT 2040」の開催

19

【地域の未来ビジョン事業の実施プロセス】
ビジョンの必要性の機運醸成 ⇒ 策定に向けた学び・検討・策定 ⇒ より多くの市民巻き込み



【事業４：社会面】地域のあらゆる主体と共に地域の未来ビジョンを策定する「NANAO GIFT 2040」の開催
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【事業４：社会面】地域のあらゆる主体と共に地域の未来ビジョンを策定する「NANAO GIFT 2040」の開催
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【事業４：社会面】地域のあらゆる主体と共に地域の未来ビジョンを策定する「NANAO GIFT 2040」の開催
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【事業４：社会面】地域のあらゆる主体と共に地域の未来ビジョンを策定する「NANAO GIFT 2040」の開催

23



【事業４：社会面】未来ビジョンが３面の街の施策をコネクトさせるコモンズ＝共創の要

24

経済面
アクション

社会面
アクション

環境面
アクション

未来
ビジョン

未来ビジョン＝コモンズ＝共創の要



【 事業６：経済面】 経済界メンバーの強みを活かしたSDGs経営支援メニューの整備とパッケージ組成

25

2021年7月実施 2021年10月実施2021年10月開始 2021年10月開始

日本政策金融公庫
「ソーシャルビジネス支援資金」

社会的課題の解決を目的とする事業を行うために必要な
設備資金および運転資金を融資

のと共栄信用金庫×公庫CLO連携
「のとしんSDGs地方創生ローン」

のとしんと日本政策金融公庫との連携により、CLO（ロー
ン担保証券）スキームを活用しSDGsに取組む企業を支援

2023年8月開始2015年2月開始

運用を開始した各種支援メニューをSDGs宣言登録認証制度で束ねることで、
ニーズに合わせた段階的支援を提供する「ななおSDGsサポートパッケージ」として完備

2021年10月開始



【 事業６：経済面】 経済界メンバーの強みを活かしたSDGs経営支援メニューの整備とパッケージ組成

26

日本政策金融公庫のCLO（ローン担保証券）スキームでの連携により、
2023年8月25日より「ななおSDGsサポートパッケージ」が全面運用開始

SDGsに取組む事業者

のと共栄信用金庫
「のとしんSDGs地方創生ローン」

東京海上日動火災保険
「SDGs取組簡易診断・宣言サービス」

中小企業基盤整備機構
「SDGs相談窓口」

のと共栄信用金庫
「のとしんSDGsよろず相談会」

日本政策金融公庫
「ソーシャルビジネス支援資金」

東京海上日動火災保険
「カードゲームによるSDGs啓発支援」

無料無料

無料 無料

（受付窓口）



【環境整備フェーズの成果】 公益社団法人日本青年会議所 AWARDS JAPAN 2022

27

公益社団法人日本青年会議所AWARDS JAPAN 2022
（2023年1月21日開催）

・事業褒章中期ビジョン策定プロジェクト賞最優秀賞
・事業褒章グランプリ



【環境整備フェーズの成果】 内閣府地方創生SDGs金融表彰の受賞・SDGs未来都市の選定

28

内閣府地方創生SDGs金融表彰内閣府特命担当大臣賞
（2023年2月13日）

内閣府 SDGs未来都市に選定
（2023年5月21日）

未来ビジョンがSDGs未来都市の事業計画に！
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【事業化フェーズ】 事業化に向けた課題

【課題１】
我々はこれまで何を行ってきたのか？振り返る ⇒ アイデンティティの再認知

・経済・社会・環境の3面への各種アプローチは結局なんであったか？
・地域の機運上昇 → 「〇〇〇〇〇」 → 持続可能な地域の実現

⇒「〇〇〇〇〇」って何なのか？？？の振り返り、エンジンを再点火させる

【課題２】
環境整備フェーズ時に我々が掲げた目標の達成 ⇒ 新たな目標設定

・我々の目標達成≠地域循環共生圏の確立

⇒土壌づくり（インプット）から本格的な花育て（アウトプット）へ
⇒未来ビジョンの実現に向けた具体的な事業の立案・実施

⇒事業化フェーズの具体的取組内容への落とし込み
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【事業化フェーズ】 事業化に向けた課題

【課題１】に対する振り返りと結論

【2021年度事業】
・地方創生に積極的な組織だけでは持続可能性を高め続けられない。

⇒地域のシビックプライドとSDGsの理解を醸成し、市内の事業者や市民が自ら行
動を起こしやすくなる施策に取組み、一人でも多くのアクティブプレイヤーを輩
出することを目的として、ななおSDGsスイッチを設立。

【2022年度事業】
・SDGsの推進は、ハード面での都市の整備ではなく、ソフト面での施策によって、
地域の経済・社会・環境に関わる人心の変容を促し、持続可能な地域づくりに取
組むもの。

⇒ななおSDGsスイッチは、七尾の現状や課題、SDGsや地方創生、ワークショッ
プを通して、具体的なアクション事例を学ぶ等のインプット割合を高く設定し、
「人」を対象とする事業の立案および運営を行ってきた。
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【事業化フェーズ】 事業化に向けた課題

【結論】

・ななおSDGsスイッチの取組みは「持続可能な地域を担う人づくり」である。

『七尾版ESDの推進』※あくまで七尾での解釈

⇒「持続可能な地域を担う人づくり」…教育現場では持続可能な開発のための教育、
持続可能な社会の創り手を育む教育（ESD）が学習指導要領に盛り込まれている。

⇒学生にとどまらず、市民全体を対象に持続可能な社会を実現することを目指し、
生涯学習や教育活動を実施し、七尾市の持続可能性に貢献する機運の醸成および
アクティブプレイヤー（能動的市民）を育成・排出する。
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【事業化フェーズ】 事業化に向けた課題

【今後の事業の方向性】

【2023年度事業】
・SDGs未来都市の選定を受け、これまでのインプットフェーズから具体的なアウ
トプットフェーズへシフトする。

・事業対象を「人」とする点については、変更なく事業を行う。
・ワークショップを通してアウトプットの成果物が生み出され、成果物が事業化さ
れる成功体験を得られるものとする。

・素人レベルでの実装ではなく、事業自体が広く活用され持続可能なコンテンツと
なるよう、管理責任予定者と計画段階から連携するものとし、翌年度以降の具体
的で長期的な実施計画を踏まえた取組みを行う。

【2024年度～2030年度事業】
・七尾市のSDGs未来都市計画の中核となっているビジョン「里山里海未来都市」
の実現や、第2期「七尾市まち・ひと・しごと創生総合戦略」のKPI達成に向けて、
行政と連携し具体的なアウトプットフェーズおよび事業化に資する取組みを実施。



・能登半島広域観光協会
⇒観光教育ワークショップ運営統括

⇒観光デジタルマップ制作運営統括・次年度運営調整

⇒観光団体等調整業務

・ななお・なかのとDMO
⇒運営協力・団体調整・広報協力・自主事業連動 等

・和倉温泉観光協会
⇒運営協力・団体調整・広報協力・自主事業連動 等

・和倉温泉旅館協同組合
⇒運営協力・団体調整・広報協力・自主事業連動 等

・石川県教育委員会
⇒観光教育ワークショップカリキュラム指導助言

・のと共栄信用金庫 ふるさと創生部（事務局）
⇒ プロジェクト全体統括・予算執行業務

・七尾市役所 企画政策課 交流推進課
⇒ SDGs未来都市計画連動調整・運営協力・EBPM

・七尾商工会議所
⇒ 市補助金管理団体・運営協力・EVI活用支援

・能登鹿北商工会
⇒ 運営協力・EVI活用支援

・日本政策金融公庫 金沢支店
⇒ 運営協力・出張授業運営主担

・中小企業基盤整備機構 北陸本部
⇒ 運営協力 等

・東京海上日動火災保険
⇒ 運営協力 等

・金沢大学
⇒ 運営協力 等

・七尾青年会議所 未来ビジョン実現推進実行委員会
⇒ 能登SDGs市民大学（観光教育ワークショップ）
運営業務
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【事業化フェーズ】 事業化に向けた共創体制の構築と各組織の役割（案）

＜ななおSDGsスイッチ参画組織＞
産官学金民９団体

＜七尾市観光教育推進事業チーム＞
産官学金民９団体

＜デジタルマップ制作（観光デジタルコンテンツ化）＞

・株式会社Otono（静岡県事業者）
⇒ワークショップアウトプットの「おともたび」実装

⇒個社向け販路開拓支援および行政等のEBPM供給

域
内
共
創

環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング・中部地方環境事務所＜バックアップ支援組織＞

地球環境パートナーシッププラザ・中部環境パートナーシップオフィス・中部地方ESD活動支援センター

域
外
連
携
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【事業化フェーズ】 取組内容：『ローカルSDGs・ESD推進による「観光教育×デジタル」プロジェクト』（案）
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